
	 講演録

〇司会進行　心理相談センター長　竹内康二教授

　本センターでは毎年、講演会を開催し、各分野

の著名な方においでいただいている。本年度より

公認心理師のカリキュラムが本格始動しており、

大学生・大学院生の実習先として、貴院にはご協

力いただいている。そのなかで、今回のご講演を

快諾いただいた。

　講師は、少年矯正のご経験が長く現職である木

村敦院長である。2018 年には「子ども・若者が

変わるとき」という少年矯正のご著書を共同で上

梓されている。

〇講演開始（13:05）木村敦院長

 　このような機会をいただき光栄である。

　多摩少年院は、京王線沿線の京王片倉駅と山田

駅の間に建っている。画面の給水塔の上の部分に

貼り付けてあるのは、当院キャラクターのたま

ちゃんである。

　本日の話の柱として、４つのテーマ、①少年院

とはどのようなところ（施設）か、②少年院に入

る少年たちはどのような人たちか、③少年院職員

はどんな仕事をしているのか、④少年は少年院生

活を通じてどう変わるのか、を通して彼らの立ち

直りに必要なこととは何かを考えていく。

　まず、簡単に自己紹介をさせていただく。大学

の専攻は心理学や教育学ではなかった。対人援助

職をしたいと思い、教育学を学び直し、25歳で

法務省に就職し35年経った。初任が多摩少年院、

異動を幾度か経て、３度目の多摩少年院勤務で昨

年 2018 年に院長を拝命した。

　少年院の業務には大きな柱が２つある。「矯正

教育」と「社会復帰支援」である。矯正教育は、

１生活指導、２職業指導、３教科指導、４体育指導、

５特別活動指導の５つで構成される。社会復帰支

援として、１就労支援、２修学支援、３帰住先の

確保、４医療・福祉面の支援を行っている。矯正

教育・社会復帰支援を行う前提として「収容」と

いう業務があり、すべてをひっくるめて、「処遇」

とよんでいる。

　少年院における処遇には、「育てる」と「教える」

があり、特に「育て直し」に力を入れている。個

別指導、集団生活などを通じて「育て直し」を行

い、それを土台として、「教える」ことにより再

非行防止・社会生活への定着を図ろうとするもの

である。

　少年院と少年鑑別所、刑務所との違いは、一

般の多くの方にはわかりにくいであろうと思い、

作ってみたスライドである。少年院と少年鑑別所

2019 年度心理相談センター公開講演

2019 年 12月 8日 13:00 ～ 15:00

明星大学 26号館 102教室

子ども・若者が変わるとき
―育ち・立ち直りを支え導く少年矯正の実践と課題―

木村　敦 多摩少年院・院長　

Journal of Tama Clinical Psychology
No. 14  2020 p.13-22



14	 多摩心理臨床学研究　第 14号　2020 年



	 木村敦：子ども・若者が変わるとき―育ち・立ち直りを支え導く少年矯正の実践と課題―	 15

の違いはというと、少年鑑別所は、家裁の審判の

前、４週間弱の間に鑑別を行う。具体的には心理

アセスメントである。職員は法務教官と法務技官

である心理技官。公認心理師の資格をとろうとし

ている人も多い。少年鑑別所では教育は行わない。

その意味するところは、審判の決定前は、非行事

実の認定前であるので、非行があったという前提

の矯正教育は行わない。しかし、本人の希望にそっ

て学校教育の補習等は行う。大前提として、積極

的な矯正教育は行わないのである。

　刑務所は、刑罰の執行、刑務作業が中心であり、

必要に応じ薬物依存離脱に向けた教育や性犯罪再

犯防止の教育などを行っている。職員は刑務官が

主体である。

　少年院は、家裁審判を経て、保護処分として、

教育・支援を行う。収容期間は不定期である。少

年院に送られてきてから、少年院で収容期間を決

める。標準的には多摩少年院の場合 11か月であ

る。職員は法務教官が主体である。刑務所とは施

設規模の面で大きく違う。府中刑務所は日本最大

で定員約 2700 名であるが、多摩少年院は日本

で最大級の少年院といっても定員 174 名である。

規模の違いが持つ意味は後述する。

　少年院では「個人別矯正教育計画」を作成して

個々の特性に応じた教育を実施する。これは様式

が決まっている。矯正教育の基本的システムとし

てとても重要なものである。

　規則正しく、明確なルールの下に生活し、在院

者同士が助け合う仲間づくりを目指している。適

正な規律維持を図り、いじめやインフォーマル

グループができないようにする。いじめやイン

フォーマルグループを起こさせないようにする取

組の積み重ねが少年院の歴史でもある。黙って見

ていると、非行文化をひきずって、いじめやイン

フォーマルグループができてしまうので、いかに

防ぐかに職員は腐心している。今でも、一切起こ
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らないわけではないので、早いうちに芽をつみ、

決して放置しないようにしている。力の強い者、

年長者が上位に立ちがちであるので、年齢、出身

地、何をして少年院に来たかなどの個人情報をお

互い知らせないよう留意している。

　少年院に入ってからの日数、進級制度で「上級

生」「下級生」を分けている。年齢の上な下級生、

年齢が下の上級生が存在することになる。また、

成長発達が促されるような衣食住に配意してい

る。熱中症やインフルエンザなどにも留意してい

る。

　少年の心のドアは外側についていない、内側に

ついている。自ら心を開いてもらうのは難しい。

信頼関係を粘り強く築いていく。ものの見方・考

え方、家族関係の在り方に等に関する指導を浸透

させるためには、信頼関係構築が不可欠である。

個別担任・寮担任職員のチームワークで指導を

行っている。当院では一つの寮に 20～ 25 名で

暮らす。各寮７名の教官が 24 時間 365 日交替

で泊り込み指導する。一人の教官が３～４名の少

年の個別担任となっている。集団生活に目が行き

届き、密度の濃い処遇を展開するには、小規模が

よい。「規模」は大切である。

　入院から出院まで３段階あり、３級（新入生と

して基本的なことを覚える段階）、２級（問題改

善に取り組むメインの段階）、１級（社会復帰に

向け出院準備の段階）と進んでいく。



	 木村敦：子ども・若者が変わるとき―育ち・立ち直りを支え導く少年矯正の実践と課題―	 17

　５つの教育内容をバランスよく組み合わせなが

らやっていくことが大切である。

　６つのプログラムがあり、優先順位をつけて必

要な少年に必要な指導を行っている。法務省で作

成したプログラム教材が配布されている。

　個人別矯正教育計画を作り、そこで盛り込まれ

た教育目標が達成されているかどうか、成績評価

しながら進んでいく。成績評価では、規範意識、

基本的生活態度、対人関係なども見ていく。A～

Eの５段階で成績評価をつける。３級⇒２級⇒１
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級と進んでいく。多摩少年院の場合、３級１. ５

か月、２級７か月、1級２. ５か月を標準期間と

している。

　多摩少年院は日本初の少年院、創立 96年目で

ある。関東大震災の年、大正 12年７月に運営を

開始。直後の大震災で施設が相当壊れ、多難なス

タートであった。現在、昭和 40年前後の建物を

使っており、建物も古くなってきている。

　少年院の種別は第一種、第二種、第三種、第四

種があり、多摩少年院は第一種少年院である。矯

正教育課程としては「社会適応課程１（A１）と

支援教育課程３（N３）である。N３は、知的能

力の制約、対人関係の稚拙さなどのある少年が対

象となる。エリアとしては、関東甲信越及び静岡

から受け入れている。入院時の年齢では 18歳以

上が 75％である。20歳になっても一定の手続き

を経てそのまま少年院で処遇を続ける。

　このところ 75％くらいの収容率であり、最近

は 130名前後で推移している。

　最近の顕著な傾向としては、特殊詐欺が多い。

かつては窃盗が多かった。日本の社会問題を反映

し、特殊詐欺の受け子、出し子が多い。非行名は

窃盗でも、詐欺の一環としてクレジットカードを

盗むなどの事案もある。覚醒剤で立件の少年は少
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ない。

　多摩少年院在院者の家族関係では、保護者につ

いては実母のみが３割、実父母は３割弱である。

家庭に帰れず更生保護施設等に帰住する者が約１

割いる。自分の子どもがいる在院者もおり、婚姻

せず子どもがいるケースもある。

　学校については、高校中退が５割。学力は小学

校低学年レベルから大学在籍の者もおり、学力の

差が激しい。非行については、保護観察歴のある

少年が５割。児童自立支援施設、少年院歴のある

者もいる。２つの施設で既に矯正教育を受けてき

ている少年もいる。

〇 14:00 より 18分間の施設紹介DVD視聴

　（DVD内容）

 ・授業場面：高卒認定試験に向けての指導（国語、

数学、英語等）。「いま役立たなくてもいつか役立

つ」と受験を指導する。少年は積極的にたくさん

質問をする。国語で「魏」の学習中、「キングダ

ムを読んでいるからわかる」などの発言。NHK

学園へ、都立通信制高校に在籍している少年、大

学受験に合格し在院しながら通学した少年なども

存在。知る喜び、学ぶ姿勢を身に付けている。今

は民間模擬試験なども受けさせ、大学合否判定が

届く。

 ・音楽祭：演劇仕立ての歌とパフォーマンス。「カ

ントリーロード」を合唱。

 ・運動会：保護者・支援者との玉入れ、綱引き、

全員リレー等。南中ソーラン節は一糸乱れぬ動き。

最後に少年が御礼の言葉を落涙しながら、謝意を

述べる。

 ・出院式：体育館で在院者全員を前に、宣いの

言葉を述べる。担任への謝意、母親への感謝、こ

れから生き直すという決意。

〇 14:20 講演再開

　少年院の生活指導では、少年の気持ちや言葉を

聞くことに注力しており、担任と面談を行い、う

まく話せないところは日記で、担任が毎日コメン

トをしてやりとりをする。

　溶接や小型建機、クレーン・玉掛け等の資格・

免許等を取れる職業指導をしている。その資格を

もって職に就くとも限らないが、退院後何十年も

経った人から、資格証明書の再発行を依頼する電

話がかかってくることがある。少年院で取った職

業資格を活用して仕事をしているのだとわかり、

嬉しく思う。パソコン指導にも注力している。畑

での野菜の栽培は人気がある。青空の下、土をい

じり野菜が育つ喜びを感じるのがよいのだろう。

　運動会はDVDで観ていただいた通り、保護者

や地域の方、支援者を招いて運動場で行う。　成

人式も行う。少年院での成人式なんてと気乗りし
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ない少年もいるが、保護者にも来ていただき、節

目を祝う儀式に、乗り気でなかった少年も感動し

記念になったと言う。高尾山薬王院の導師の配慮

で、登山道の清掃に参加している。ミシュランガ

イドに掲載され多くの方々が訪れる高尾山の登山

道の掃除をさせてもらうので、たくさんの人の目

に触れ、「ありがとう」と声を掛けられ、感謝さ

れることが少年たちの喜びにつながっている。絵

本の点訳をして、それを盲学校等に寄贈する活動

も開始した。

　保護者会やトゥモローミーティングという少

年・保護者・担任の特別三者面談などで働き掛け、

保護者の理解と協力を得るように努めている。

　教育等への外部からの協力・支援として、ＮＰ

Ｏ法人、ＢＢＳ（ビッグブラザーズ＆シスターズ）

による学習支援や、最近はＦＣ東京にもサポート

いただいている。サッカー少年だった在院者など

は選手に会えると感動している。日本財団のプロ

ジェクトとして、仕事フォーラム等も開催してい

る。在院中に就職内定をもらえる少年もいる。

　出院者等からの相談にも対応している。来訪、

電話等により、仕事や家庭の悩みなどに対応をし

ている。

　少年の立ち直りに 35年携わってきたが、やり

がいのある仕事で「やめたい」と思ったことはな

い。これからも、少年院の運営についてみなさん

のご理解とご協力をお願いしたい。これで話を終

わりとするが、ご質問があればお受けしたい。

〇質疑

　質問１：特定生活指導で、マインドフルネスを

取り入れていると伺った。少年院の矯正教育にお

いて、心理職はどういう役割を果たしているの

か？

　木村院長回答：当院では個人別矯正教育計画の

立案に注力してもらっている。これをもとに教官

による指導が行われる。また、言葉による面接が

不得意な少年等に「箱庭療法」を行ってもらって

いる。その結果の報告を聞くと、少年の心の変化

もよくわかり、矯正教育に役立っている。

　質問２：特殊詐欺の少年の傾向について伺いた

い。罪の意識が薄いとのお話であるが、実際はど

うなのだろうか？

　木村院長回答：高額なアルバイト料だからと誘

われて、犯罪だとは気づかず、受け子・出し子に

なってしまったのだと最初は言う。罪悪感があま

りないといっても、よく聞いていくと、一人一人

悩みや問題を抱えており、実際には地元の不良仲

間の怪しい話にうすうす気づいて加わっていると
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思われる。少年の奥にある問題をみていくように

している。

〇会場拍手。アンケートを提出してもらい散会。

　講演終了 15時。会場に残って質問等される方

が 10名ほどおられ、15時 40分ごろまで熱心に

質問が続いた。

（文責：山田由理子、編集責任：竹内康二）


